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る。経済成長の基盤を築く仕事が短期的に達成でき ことは明らかであり、二〇一五年までに間に合わない改革は多い。そもそも経済開発は不断の改革を必要とするわけで、ひとつの改革を し遂げたら、次の改革に進まなければならない。にもかかわらず、現在の閣僚のなかには、二〇一五年までに完成し プロジェクトや改革プログラムを等閑視する者もあるという。　
また、選挙が近づくに従い党派
的争いも激しくなってくる。ミャンマー議会は与党・連邦団結発展






















































































































































































































































たスーチ を排除する目的で盛り込まれた要件といわれるが、軍政が二三年も続き、ス チーの自宅軟禁が長期化したこ で、結果として要件を満 してしまった。問題は（ｆ）である。 はイギリス人と結婚し、二人の子供は外国籍である。これは明確に資格要件に抵触する。スーチーが大統領になるために 、この条項が改正されなければならない　
しかし、憲法改正のハードルは
































































































































































































































































く生産停止に追い込まれた（2013 年 12 月 27 日、筆者撮影）
マンダレーのグッド・ブラザーズ。農業用トラク
ターに載せるキャビンを板金で作っている（2013
年 8 月 14 日、筆者撮影）
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